
ゴヒえ
遺
跡

秋
田

１
　
所
在
地
　
　
　
秋
田
県
南
秋
田
郡
五
城
目
町
野
田
字
北

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
二
月
１
人
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
杉
渕
　
馨

。
三
嶋
隆
儀

・
河
田
弘
幸

・
加
藤
　
竜

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
散
布
地

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代

・
弥
生
時
代

。
平
安
時
代

・
中
世

・
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
、
人
郎
潟
南
東
部
に
注
ぐ
馬
場
目
川
右
岸
の
沖
積
平
野
内
に
位
置
す

る
。
馬
場
目
川
は
、
過
去
に
現
流
路
か
ら
北
を
野
田
方
面
に
流
れ
て
い
た
と
推

定
さ
れ
、
遺
跡
は
こ
の
段
階
で

形
成
さ
れ
た
標
高
四
―
五
ｍ
の

自
然
堤
防
上
に
立
地
す
る
。

発
掘
調
査
は
日
本
海
沿
岸
東

北
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
も
の

で
、
調
査
面
積
は
二
四
五
〇
ポ
。

調
査
の
結
果
、
縄
文
時
代
、
弥

生
時
代
、
平
安
時
代
、
中
世
、

近
世
の
複
合
遺
跡
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
木
簡
が
帰
属
す
る
中
世
の
遺
構
と
し
て
は
、
井
戸

一
五
基
、
溝

二
条
、
便
所
三
基
の
ほ
か
、
土
坑

・
柱
穴
な
ど
が
多
数
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
中

世
の
集
落
は
、
出
土
し
た
青
磁

。
白
磁

・
珠
洲
焼
な
ど
の
輸
入

。
国
産
陶
磁
器

か
ら
、　
三
二
・
一
四
世
紀
を
中
心
に
営
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
調
査
区
北
部
で
検
出
し
た
井
戸
Ｓ
Ｅ
Ｏ
九
か
ら

一
点
出
土
し
た
。
こ

の
井
戸
は
長
径

一
六
二
卿
短
径

一
三
七
側
の
楕
円
形
平
面
を
呈
し
、
深
さ
は
約

一
人

一
伽
で
あ
る
。
四
本
の
隅
柱
の
間
に
横
桟
を
わ
た
し
た
外
側
に
、
縦
板
を

立
て
並
べ
た
木
組
み
の
井
戸
枠
を
も
つ
。
木
簡
は
井
戸
粋
内
部
か
ら
出
土
し
た
。

他
に
折
敷

・
箸

・
曲
物
側
板

・
蓋
な
ど
の
木
製
品
に
加
え
、
割
れ
口
に
漆
継
ぎ

の
施
さ
れ
た
珠
洲
焼
の
福
鉢

一
点
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

「
（符
篠
）
急

々
如
律
令
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ

溢
斐
］
常
ｏ

上
端
は
平
坦
に
加
工
し
下
端
は
欠
損
す
る
。
薄
い
ス
ギ
材
の
片
面
に
墨
書
し

た
呪
符
木
簡
で
あ
る
。
木
簡
の
帰
属
す
る
時
期
は
、
伴
出
し
た
珠
洲
焼
播
鉢
か

ら
、
お
お
よ
そ

一
三
世
紀
が
上
限
と
考
え
る
。
な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ

て
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（加
藤

竜
）

(五城目)




